
再任用に向けた意識改革のための

「キャリア・シフトチェンジ」ワークショップ

内閣官房内閣人事局

～再任用後も“いきいき”と働き続けるために～

職業生活の長期化により、定年は職業生活の終着点ではなく、新たな出発点、もしくは
一つの通過点に変化してきています。
しかし、現実には、再任用後の環境変化にうまく対応できず、仕事に対するモチベーション

を保てない方や再任用職員を十分に戦力化できていない組織も見受けられます。
内閣人事局では、再任用後の働き方に向けて“仕事の型”を見直し、職業人生の充実、

組織の活性化を図ることを目的に「キャリア・シフトチェンジワークショップ」 を開催します。
ぜひ、ご参加ください！

※ ワークショップ ・・・ 講師の話を聞くだけでなく、意見交換や協働作業などを
通じて実践的な知識・技術を学ぶ参加体験型の研修を
意味します。

・自己分析用の教材がよく出来ており、自分の長所・改善点が「見える化」
できたことで、再任用に向けた対策の具体的なイメージができた。

・講義、個人ワーク、事例検討、グループ討議の流れがバランス良く構成
されており、１日があっという間だった。

・再任用に向けて、どのような心構えをすればよいのかのヒントになった。

・他府省等の皆さんと色々意見交換でき、再任用として働くことについての
不安が少し解消された。

・担当者として参加したが、自府省でもこのワークショップを導入したい。

受講者の声



○キャリア・シフトチェンジとは
職業生活の中で、高年齢期に達する前段階のある時期に、これまで培っ

てきた知識、スキル、行動特性、職業観等を棚卸しし、高年齢期の働き方に
向けて“仕事の型”を作り直していくことを意味する言葉で、「日本人材マネ
ジメント協会（ＪＳＨＲＭ）リサーチプロジェクト」が命名しました。

○ワークショップについて
本ワークショップは、ＪＳＨＲＭリサーチプロジェクトの研究成果を基に

「中央職業能力開発協会（ＪＡＶＡＤＡ）」が開発した研修プログラム
と能力開発支援ツールを使用し、ＪＡＶＡＤＡが認定したインストラクター
により実施されるものです。

○プログラムについて
・「再任用制度」 ※内閣人事局による説明
・「キャリア・シフトチェンジ」について（講義）
・自己分析、行動計画策定（個人ワーク）
・事例検討、意見交換（グループワーク）

○受講対象者・募集人数
・各府省に勤務する５５歳以上の職員で、将来、再任用を希望する職員
・各府省の人事等担当者（５０歳以上の者が望ましい）
・最大２４名

※受講希望、お問い合わせは、所属の人事等担当者へお願いいたします。

【東京①】 ６月１９日（水） 全国町村議員会館
【大 阪】 ７月 ３日（水） ＫＫＲホテル大阪
【広 島】 ７月２６日（金） ＲＣＣ文化センター
【東京②】 ９月２０日（金） 全国町村議員会館
【名古屋】 １０月 ２日（水） ＴＫＰ名古屋駅前カンファレンスセンター
【那 覇】 １１月２０日（水） 沖縄県青年会館
【福 岡】 １２月 ６日（金） ＴＫＰガーデンシティ博多新幹線口
【東京③】 １２月１８日（水） 全国町村議員会館
【京 都】 １月３１日（金） ＴＫＰ京都四条烏丸カンファレンスセンター

平成31年度開催日程 ワークショップ中の様子
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